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Ｉ調査目的

東京都では、伊豆諸島の磯根資源の維持増殖をはかるため、現在計画中の各種磯根資源

の種苗生産、ならびに、放流事業の遂行と相まって、さらに磯根の高度利用をはかり、

種苗生産から商品化まで、－貫性ある生産体型を確立するための基磯調査をおこない、漁
（／

場の生産管理方策を樹立しようとするものである。、壱／川莪Ｔ

本調査では、伊豆諸島で近年とくに重要度の増大したフクトコプシを重点的にとりあげ、

前年度（昭和４１年度）の調査に続き、今年度はフクトコプンの「食性要因」と「す承場

の要因」について調査するこことし、収容量の決定、標識放流の確認と移動範囲、生息場

所と植物相、成員各生物相互間との関係、および食性関係等について究明する。

Ⅱ調査方法

（１）調査区域および試験区の設定

前年度と同地点同様な方法で、伊豆大鳥差木地地先、通称送信所下（図１）に設

定した。

(Ⅱ)環。滝

１生物環境

（１）調査区域

４２年６月、前年度の沖出し直線ラインと平行に西側に５ｍ隔てて、廷１２０ｍ

の直線ラインを設け（図１）ラインを中心に、２，幅の範囲にある底生動物（穿穴

性二枚且ヤト｡カリ、環形動物を除く）を採捕し、この線上範囲にある動物の生息

密度を調査した。

また、本年８月１５日には、前年度覆石した直線ライン上の区間⑥について、ラ

インを中心に、２，幅で、前年同撮にフクトコプシおよび底生動物を採捕した。

なおこれと比較するた心⑥のラインを５ｍ東に平行移動したところを対照区とし

て、同様な方法で採捕した（図１）・前年の7中出し直線ラインの沖側は砂で埋まり

浅所では覆石の移動が激しいため最も安定した区間として⑥を選定した。

－Ｚ－
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(2)試験区

前年度と同様、試Ｉ験区4007710をローブによって５，四方（２５㎡）の小区画に

区分し、計１６区画を設けて採捕し、前年度、結果と合せて検討した。さらに今年

度は、海底地形とフクトコプンおよびその他の底生生物との関係を、できるだけ詳

細に追究する意図から、前年度の調査結果で、フクトコプシの生息が多かった区画
：…，：

の中から、区画ふを選び、図２のように４等分(■６．２５㎡で、４'1、区画）して６月．;んＷ:…!．．〈

と８月の２回〈調査を行った。
Ｐ．,t､

底生動物については、各４，｣､区画ごとに動物を全量採集することに努め、採集さ

れたフクトコブシは、標識無標識Bljの確認と、殻長、体重を測定し、他の動物に
ＬＪｌｗ．

ついては、種類別に個体の計数を行ない。前年度め調査結果と比較した。なお、

今年度は、外周から試験区内に添加される底生動物を調べるために、フクトコプシ

以外の動物の再放流は行わなかった。

海藻は定量的な採集を行なわず、その被度を同一潜水者が目視観察した。

－－－５７７Ｚ－－－－－丁

〔区画５〕
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図’２

２海底地形

海底地形は、試験区のみを明らかにした．前年度の調査結果からフクトコフン

の生息場と考えられる「区画５」を選出し、６月と８月の２回、潜水によって海

底のスケッチを行い、トコブンの生息位置を海底地図上に記入し、とくに生息数

の多かった７地点についてはその断面図をつくり▽す承場の構造について検討した,

－４－
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⑪ 標識放流調査

１逸散、添加調査ヨ

フクトコシブの逸赦添加を調べるため、試験区内において次のような調査を行っ

た。前年度（４１年１０月）色別ビニール管被覆の銀線付標織で放流したフクトコプ

ンを、．か月/径過後の今年度６月、試験区各区画ごとに再捕した。このさい、で

きる限り標識付個体、無;標識個体を問わず、全量採捕することに努め、したがって、

試験区内におけるフクトコプンは聟蒸と思われる状態とした。また、８月（放流後９

か月経過）にも|司艤な方法で全量:採捕して再び蓋z無の状態とし､両月の調査時とも

標識個体については再挿区画の記録を行い、あわせて採捕フクトコプン全部について区

画ごとの採（再）補個体数、希よび、殼長と体重を調べた｡

そして、８月の調Z雛Fに測定一デみの個体に加えて、他地点（元HlT、波浮

Ｉ巻産）から採捕した個体とを合せ、１，０９０'Mil体にセルロイト・板付銀線標識（図５）

を新たに付し、殻長、体重、標識護号を記録した後、試験区の中心に放流し試験区内

の収容景を調査することとし、あわせて穰識も）蝋落率と､成長を調べるた

めの掴体を下表（表１）のように故i流した。

これらの個体についてば、１２月（鮫流５か月撰うｉ二一穫己試験区中央の４区画（

区画、６，７，１０，１１、）について調査し、こ(Z〕とき、､孫補されたフクトコフシ

については、標識記号（番号）、殻長、'俸重の測定･を行ったのち、再び試験区内に還

元放流を行い、自然の状態で１年間放置し、次年度（４５年1糞）において結果を承る

Vｑ
Ｉ

Ⅱ

／ １１１

こととしたつ

露識フタトコプン放流状況表１

(昭４２－８）

Ｕ

］，

－５－



２フクトコプシの成長調査

前述した前年１０月に議禽区に標識放流した個体のう嵐本年２６，８月に再捕

された個体の成長を測定した。さらにフクトコプシの月別成長を見るため、試験区

およびその周辺で昭和４１年５月－４２年１２月の間に１０回採取してそれぞれの

殻長組成を見ることにした。

Ｎｉ竺琴IjlJIi
黄色

セルロイド板

（長７×毎5772ｍ）

と｡￣

!⑱

線銀

図３個体識別用標識

図５

０V)摂餌に関する行動

フクトコプンの摂餌活動を明らかにするため、天然水域（波浮港黒根）で８月１２

－１５日（表２参照）にわたり１９時、２２時、６時および１５時の計４回フクトコ

プンを採集してその冑内容物量を測定し、時間的な変動を調べた。調査は２０個体ずつ

を採捕した後、前年度と同様な方法で処理した。さらに摂餌行動に関係あると考えられ

る岩石よりの出現状況をフクトコプシ稚貝について、主に夜間を中心に連続観察した。

出現状態は、水槽の真上から観察して、明らかに岩石から離れて見える個体数によろて

あらわすことにした。

表２４２年８月１２～１５日の日変化、月余潮汐表

ヨニ:』Ｉ
１８時２５分

０５．０２

１１．５０

２２．１６

Ｊ、潮

月の出

月の入

月令

汐潮

－６－



ＩＩ

３査結果

環境

生物環境

（１）調査区域

調査区域における主要動物の分布状態を図４に示した。本年の直線ラインは前年

度のラインより西側に5772平行移動させたため、海底環境（海底地形および植物相）

が前年とやや異なるので主要動物の厳密な比較はできない。従って、大まかな傾向
として対比ずると、動物種数では前年最も多く出現した区間は水深715～１０ｍの

（のであったが、本年非常に少なく、特に(（;)てば前年のおよそ２７％の出現率である。
また、個々の主要動物のうち植食種では全般的に④⑤の浅所に本年は多く出現

しており、特に、④ではフクトコプン、コンダカサザエ、クポガイなどが顕著であ

った。なおフクトコプツと動物種数の出現傾向はかなり類似性をもつものと推定さ

れる０

また、覆石した場所の主要動物の生息密度と、覆石しないそれとを比較すると、

表５に示したとおりである。フクトコプンをはじめ主妥動物のすべてが覆石した試

）験区の方に多く出現している。

m調

(1)環

１

Ⅲ

－７－



表5主要動物の生息密度(個体数／40㎡)に及ぼす
覆石の効果（図１参照）

八

(2)試，験区

主要動物の出現状態を見ると、図５に示すとおりとなる。出琉釛物種数は６月に

くらべ８月では各区画ともに減少している』出現数の多いのはコンタカサザエ、フ

クトコプン、ウラウズガイ、バテイラ、クポガイであるが、クポガイは６月くらべ

８月では著しく減少していることと、コンタカサザエが前年度にくらべ飛躍的に増

加していることが目立つ。

各動物の出現傾向は、クポガイ、フクトコプンが各調査時を通じて同一傾向がゑ

られるっクポガイは区画１，２，５、フクトコプンは本年８月調査時の区画５を除

けば、区画５，９，１５、に各調査痔とも多く分布している。コツタカーリザヱは６月と８

月の分布は類以しているが、前年調査時の結果とば同一傾向がゑられないパティ

ラ、ウラウズガイ、アカウニについては前記の種類にくらべ特定の分布･傾向を示さ

ないようである。

フクトコプンの出現区画は、パテイラのそれにほぼ一致する傾向を示す。

この傾向は前年１０月以降と本年の調査結果では明瞭である寺この点についてはさ

らに検討を加えたい。
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さらに、図５－２を承ると、６月の調査では４'１､区画のうちで、フクトコシブが

最も多く出現したところは(4)であり、次いで(2)、(1)、(3)の順であった。コシダカサ

ザエ、バテイラ等の主要動物の出現傾向についても同橇なことがいえる．すなわち

フクトコシプが多く生息するところでは主要動物も多いという関係が見受けられる。
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次に、試験区各区画ごとの目視観察による海底状況と、海藻被度の調査結果を示すと、表４の

とおりである。

試験区の海底状況は、前年度と比較して大きな変化は見られなく、各区画とも、根石が大半以

上を占めており、転石や小型玉石は２０～５０％、残りの海底は砂藤地か砂地であった。また、

海藻被度は、６，８月を通じ各区画とも石灰藻（有節、無節）の割合が多く、つし、で、シワヤハ

ズ等の小型褐藻類に占有されている。テングサの被度は各区画とも６月に１０～２０％見られる

が､８月には少<なっている。これはテングサの採取が行われたためと思われる。

区画別に、海底状況と海藻被度との関連をみた場合、特別な関係は見い出せないが、一般的に、

根石や大型盤石の多い区画（区画４，６．ス１０，１２，１５，１６）には、主として有節、

無節の石灰藻と、ジワヤハズ等によって被われている傾向があり、逆に、転石や小型玉石の多い

区露（区画2，３，８，R１１，１５，１４，）には、上記に示す海藻類の他に、多種類の小型

海藻が多い傾向を示す。

2．海底地形

試験区、区画５の海底地形図を図６に示した。

その結果論調査時の６月、８月ともに大きな変化はなく、索だ、前年度に調査したときの海底

地形と比較しても、大きな差異は認められなかった。ただ、根石や大型盤石以外の小型石（転石

等）は、一部区画外くこ移動した形跡が見られ、海底地形上に多少の差異は生じている。

フクトコブンの生息と富付近の海底地形の関,係を.見ると、各調査時とも、ほぼ５０～８０CWi前

後の岩石が多い場所が、いわゆるすみ場であることが輯スケッチ調査のうえから推定できる。こ

れ以下の石、すなわち転石され易い'｣､型の岩石（１０～２０c㎡）のあるところでは生息がみられ

ていない。根石の場合には、き製等の間隙内で採捕されることが多かった。

さらにフクトコフツが多く生息する海底地形の断面を、区画５，６月の調査結果．図６，①～

⑦から見ると、砂礫または砂地の海底と、互いちがいに重なった岩石との間に１００加前後の空間

を形成する個所が多く、また．単独に点在する岩石のある場所では、海底と接する面の凹部に多

かった。
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表↓試験区、区画（２５㎡）別の海底状況と海藻被度（％）
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(圧） その他の海藻類ば主として６月、（ノコギリモ久ヒトツマツ、チーヤシオグサ、

トサカノリ、タマイタダキ、シマオナギ等）、８月、（ノコギリモク、チヤンオ

グーナ、クマイダダギ、ユカリ、トサカノリ、キントキ、テングサ類、等）である。
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⑪ 標識放流調査

１フクトコプシの逸散、添加

試験区内、各区画ごとのフクトコブシ採（再）補数を６月と８月の調査結果につい

て示すと表５のとおりとなる。

前年度の４１年１０月試験区内に総計２７６個体の標識フクトコンプを放流した

が、４２年６月（放流後７か月経過）に採捕された総個体数は７４７個、このうち

標識付個体は７６１固体（再捕率２Z５％）で、本調査を開始以来採（再）補個体

数としてはこの調査時がもっとも多かった。（表６）また、８月の調査時にはフク

トコンフが皆無と思われた状態の試験区内で、２６６個体（うち、標識個体８個、

放流後，か月経過）がおのおの採（再）補された。この８月に再捕された駒標識個体

は、前回調査時の取り残しと考えられるが、いずれにせよ、本調査に入り標織の種

類として、鉛線、銅線、銀線、５種類のものを使用してふたが、今回の経過から銀

線を標識の取付けの本法として使用したものが、最も長期間の使用に耐えることが

わかった。

無標識個体６月の６７１と、８月２５８については一部の取り残しを除き、ほと

んどが添加個体と考えられる。区画別の採捕個体数では、環境調査の項で述べたよ

うに、前年度の調査結果と同様に、区画２，５，９，１５がもっとも多い結果となっ

た。標識個体放流後７か月の移動状態を模式的に図示すると、図７のとおりとなる。

この漠式図から見ると、前年度の調査結果と同撤、複雑な移動を示し、今のところ

採捕場所の多い区画や、海底地形、海藻被度等との間に、特別な関連は見い出せない。

ただ区画１２と１６については通散添加が極めて少いが、その他の区画では少く

とも調査時ごとに逸散添加が行なわれているという前年度調査と同じ結果となった。

移動距離は２団体だけが７か月間に直線移動と仮定して約２０ｍ（区画１５→４，１

４→５）であった。
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表５ 区画別のフクトコプシ再採数

～ロー-

詮
１ ２ 5１４１５ ６１７ ８ ９ １０ １５１１４１２１１

驚き
１９１４６１６０５５ ７１ ５０６ 6６ １７ ６０ ７５４２ ５２ 5６５２ ３０

， ， ７５ ７５ ４０ １ １１５４ ５ ２ ６ ０

月

８

5７ ６２ ４５ １９ ４１ ５６１１６ ５５ 1８５８ ４９ ６０ ５０５０ 2９

総採捕個体数 ５ １５２１ ２１ １５１２２５０ ７ ４０ ２６６２９ １１１２２４ １４ ６

０ １０ 0
叫
源 ８０ ０標識個体再補数

無標識個体採捕数

１０２ 0 ００

月 2１５ １５ １２ ２２２１ ７５０ ２５８１１６１２９ １１２２ １４

表６ 試験区内における調査時別標識フクトコプン再浦表

総採捕数 再捕率調査月

４１年

５月

再捕までの期間 標識の種類標識個体放流櫛｜標識再補数

雲欝蘂，
個体

５８５

個体

８
銅線使用

同
7月 ２か月２１８

２か月１０月

４２年

６月

２７６ 吟５５１１ＰＬ８

銀線使用

~ノー蝋
７か月７６

言－１麓 ９か月８月 1，０９０

５か月｜〃＋欠殻併用鯵)１２月''１５２ 2.1５２=一再声

陸） 区画６.ス１０．１１のみ調査
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◎記号について

．：４１．１０月の放流位置

○：放流地点から移動した個体で、数字は個数を

示す。
●

放流地点と同じ区画内で、６月掛と８月(二Mこ再捕

した個体やム印は１個。

△(銀線)､蕊(鉛線）、鰯(鋼線）のまま６月
芯
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２フクトコプンル'ｉＷさ

４１年１０月から４２年６月までの成長を、図８に示した。

これによると殻長５５ｍｍ～４０ｍ加を境いとして成長:量:の見かけの分散は、２つの

グループに大きくわけられる。従ってこの最初のグループが初年群の成長であり、第

２のグループをなす主体が２年群ではないかと考えられる。殻長４４７７Z77Z以上で、い

わゆる成長が見られないか、あるいは、成長量の少ないこれらのグループは、５年群

以上の高年令詳ではないかと權定される６

４２年８月に個別標識をつけて放流を行ったものが、Ⅱ２月に１１個体勇補された；.・

が､(この４力､月間に成長が見られたのは半分の７個体であったＪしたがって、再捕個

体が少い関係上、１年後の再捕結果を待って成長量については究明したい。

次に、フクトコプシの殻長組成を図，に示しだ。この連続採集の結果から得られた

殻長組成図をみると７～８月に産卵したフクトコブンの稚貝は、その年の１０月頃に、

殻長１５ｍｍ以下の個体となって出現してくる。この小型群（初年群）は、その後１

２月に殻長２MZ77f近くまで成長し、月を経るにしたがってモードは移行し、翌年４～

６月頃には'｣､型群の殻長平均値が２５～３０ｍｍ近くまで成長している。その後も次

第に成長を続ける傾向が見られ、したがって、産卵後１年を経過し仁翌年の８月頃に

は殻浸４５万L77z前後を境として、′卜型、大型群の２群になる。そして、１２月頃には

殻長４５，７７２以上の漁調対･象群に近づき、産卵後１年７～８か月経過した翌々年の２

月には４５７７Z、以上の大型群の組成で占められるようになる。

フクトコプンの成長過程についてば、４２年８月種苗生産によって得た稚貝の成長

資料を対比すると、糟似する傾向が見られるが、なお、今後さらに検討を加えてみた

いヮ
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図，試験区内フクトコプンの殻長組成
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、摂餌に関する行動

フクトコプン稚貝の行動について、５回に分けて観察した結果を、図１０に示した６

稚貝のかくれ場所として設置したコブシ大の石付近では、昼間、これらの石や餌の下

にかくれる傾向が観察された。

稚貝は１７時頃から活発に活動しはじめ、１時間後には９６個体、７５．８％が認めら

れ、そのうち５２個体はガラス水漕の壁面を'まい回っていた。出現個体数は２０時に１

２５個体となって最高を示し、このうち壁面をハイ回っている稚貝は５５個体に増加し

た。その憐時間の経果とともに観察される総個体数は減じてくるが、２２時には遂に

壁面に移動した個体数ではこの時間に最高を示し、その後減数していった。

朝の５時４５分には壁面に１２個俺底面に４５個偽７時１０分に壁面２個体、底

面に１５個体がおのおの観察された。しかし底面にいた１５個体のうち、５個体は、石

の凹みに落着いていたため、移動中の個体は１４個体（１０．７％）であった

１１時には７個体中４個体が石の凹承に落着いていたので、残り５個体が移動してい

るだけで、残りはすべて、石や海藻の下に静止していた。

次に、夜間２５時から明け方４時までの観察では、２４時に８０個体認められた稚貝

が、１時間後には５０個体に減じ、２時に再び増加しはじめ､３時に５７個体と、前述

の２０時に次いで、二度目の峯を表わした。また、５時の観察では壁面１５、底面に４４

個体と、この時間には底面をハイ回る稚貝が多かった。

以上の結果からみて、フクトニプン稚貝の行動は夜行性であり、また、夜間における

行動には、２０時頃と、５時頃と二つの大さな動きを示し、この脚１時頃が行動とし

て不活発になる時間であることがわかつたつ

－２４－
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図１０ガラス水槽内におけるフクトコプン稚貝の行動

i壱j手間別に採捕したフクトコプシ個体の測定結果を表７に示した

表７採捕時間別のフクトコブン測定結果
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また、この調査時におけるフクトコプンの殼長組織を図１１に示した。これによると、

２２時には大型個体が、朝の６時には'１，型個体が多く採捕された。しかし、採捕個体数
Ⅲ’

も少<、１１回だけの調査で(ま、これが何を意味するものかは不明である。

冑内容物量の変化は、図１２に示したとうり、採捕時間による大きな差異は認められ
），’

なかった。蚕た、今回の調査時間中で、フクトコプシの冑の内容物力:、カラになってい

る個体も認められなかった。

次に胃内容物の消化状況を肉眼的に観察してふた結果、日没後の１９時に５％、夜間

の２２時に１０％擬餌直後と思われる海藻が亮ら沁朝６時に採捕した個体は、ほ

とんどのものが摂餌直後の状態であった。さらに１５時には、摂餌直後と思われる
｜／

個体ま『淫とんごなく、完全に消化された状態であった。
１１

したがって、今回の調査結果から推定できることは、フクトコプ，/の行動には、２つ

の峯があり、あとの墨で摂餌するのではないかと考えられるが、詳細について(糸さ

らに調査の累積と倹討を加えたい。また、冑内容物では、消化が進んで査定の困難だっ

た１５時の舗甫個体を除いて、前年I麦の結果と同様にテングサ、シマオオギ等が主たる

食餌内容とふられているが、詳細な種名の同定や、試験区における海底地形や植物相等

との関連については、さらに検討を加える予定である
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Ⅳ要約

１．調査区域において、フクトコプシが多く出現するところでは、動物種数も多かった，

２試験区内に出現する主要動物は、海底地形からみると、小型石（転石）の多い区画

で、これはフクトコプンの生息が多い区画の、海底地形と類似する。

５６試験区画ごとの海底状況と、海藻被度との関連をみると、一般的に、根石や大型盤

石の多い区画では石灰藻や、シワヤハズ等、１～２種類の海藻によって占有され、一

方、′｣､型岩石（転石）の多い区画は、これらの海藻種の小型海藻で被われているIi;１句

が見られた。

４フクトコプンの生息が多かった個所の海底地形は、互いちがいに重なり合った５０

～８００１７t前後の岩石が見られるところで、また、海底との間に１００Fz位の空間をﾌﾟ誠

するような地形であった。

５標識放流の結果、，か月を経過した場合でも、銀線を使った標識方法の再捕率がも

っとも多く、５０％の再捕率で、本調査開始後でlま最高のものだった。

６フクトコプンの成長は、連続採集の殻長組成からみて、産卵後１年の翌年８月頃に

殼長４５ｍｍ前後となり、これを境として'j､型、大型群の２峯になる。その後１２月

頃には４５７７z、以上の、いわゆる漁護対象群（東京都の殼長帝鵬45772ｍ）に近づく。

１年７～８か月を経過した翌々年２月頃には、殻長４５，７７Z以上の大型群によって組

成が占められている。したがって、殻長組成のうえからみた場合、フクトコプンの成
長は５～４年力限界と推定される。

７種苗生産によって得られたフクトコブン稚貝を材料として、稚貝（殻長１ｃｍ前後）

の行動をﾌｨﾏ槽i実験で観察したところ、夜行性であり、夜間においては、２０時頃と、

５時頃に二回の大きな動きを示し、この間、１時頃に行動が不活発となったっ

８天然のフクトコプンについて、採捕時間と、冑内容物量との関係を、夜間調査を含

めた定時間採集で調査した結果、フクトコプンの行動には２つの峯があり、あとの墨

で擬餌するのではないかと考えられる。
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